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登米市教育委員会１１月定例会議会議録 

会議の名称 平成２９年第１３回登米市教育委員会１１月定例会議 

開催日時 

 

 

平成２９年１１月２２日（水） 

午後 １時３０分 開会 

午後 ２時５５分 閉会 

開催場所 登米市中田庁舎２階２０１会議室 

教育長氏名 教育長 佐藤信男 

出席委員氏名 

 

 

 

委員 畠山信弘 

委員 橘 智法 

委員 小野寺 範子 

委員 大久保 芳彦 

欠席委員 なし 

傍聴者 なし 

事務局職員氏名 

教育部長 大柳 晃 

教育部次長兼教育総務課長 佐藤 豊 

学校教育管理監 伊藤 浩 

教育企画室長 岩渕 公一 

学校教育課長 三浦 徳美 

活き生き学校支援室長 菅原 栄夫 

生涯学習課長 佐藤 嘉浩 

文化財文化振興室長 片岡 鉄郎 

書記 教育総務課 課長補佐 小野寺 和伸 

議題 報告第１５号 一般事務報告について 

議案第３７号 教育に関する事件の議案に係る意見の聴取について 

議案第３８号 平成３０年度登米市教育基本方針について 

議案第３９号 県費負担教職員の人事について 

議案第４０号 
平成２９年度登米市一般会計補正予算（第４号）に対する意見

の聴取について 

  

  

  

会議結果 報告第１５号 承認 

議案第３７号 決定 

議案第３８号 決定 

議案第３９号 決定 

議案第４０号 決定 
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議題･

発言･

結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐藤教育長 

 

 

 

佐藤教育長 

 

佐藤教育総務

課長 

 

佐藤教育長 

 

 

 

 

佐藤教育長 

 

佐藤教育長 

 

 

 

 

佐藤教育長 

 

 

佐藤教育長 

 

 

 

 

 

 

佐藤教育長 

 

 

畠山委員 

 

 

 

 

 

佐藤教育長 

 

 

 

 

 

畠山委員 

 

（開会（午後１時３０分）） 

 ただいまから、平成２９年第１３回登米市教育委員会１１月定例会

議を開会します。開会時間は午後１時３０分とします。 

 

前回の会議録の承認を求めます。 

 

（１０月２７日定例会議の会議録を説明） 

 

 

会議録の説明が終わりました。この内容についてご異議ありません

か。 

 

（「なし」の声あり） 

 

ご異議がないものと認め、承認することとします。 

 

会議録署名委員の指名を行います。 

私から指名してよろしいでしょうか。 

 

（「はい」の声あり） 

 

 ご異議がないようですので、３番小野寺委員、４番 大久保委員に

お願いします。 

 

日程第１、報告第１５号「一般事務報告について」を上程します。

「教育長の一般事務報告について」、私から報告いたします。 

 

（一般事務報告について、平成２９年１０月２７日から平成２９年

１１月２１日までの会議・行事等への出席状況やその概要などについ

て、別紙資料１及び資料１-②に基づき報告） 

 

 一般事務報告が終わりました。この件についてご質問はありません

か。 

 

宮城県教育委員会から教育事務所の再編についての説明があったよ

うですが、平成１７年に登米市が誕生してから１自治体に対して１教

育事務所という状況で１２年経過しました。カウンセラーや在学青少

年育成委員等の機能は市内に残してほしいと要望したという説明でし

たが、登米合同庁舎内に残すよう要望したのですか。 

 

登米合同庁舎内にある各事務所で、教育事務所以外はすべて現行の

まま登米合同庁舎内に残ります。一本化への検討は以前から検討され

ていましたが、今回は教育事務所だけ石巻市の東部教育事務所に一本

化されるということで、どこに、どのように残せるか決まってはいま

せんが、市内に残してほしいと要望しました。 

 

検討対象となっているのは、栗原市と登米市だけだと思いますので、

一本化される公算は高いと思います。 
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議題･

発言･

結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

畠山委員 

 

 

 

 

 

佐藤教育長 

 

 

 

 

 

 

畠山委員 

 

 

 

佐藤教育長 

 

 

 

 

 

 

 

佐藤教育長 

 

 

 

佐藤教育長 

 

 

 

 

佐藤教育長 

 

 

佐藤教育長 

 

 

 

大柳部長 

 

岩渕教育企画

室長 

 

佐藤生涯学習

課長 

市長との連絡会議で豊里小中学校の特区申請について話題になった

ようですが、小中一貫校としても特区を申請して今の体制になってい

ます。英語の教科化によって見直されるということになれば、３年・

４年・２年の９年制による小中一貫校という体制にも影響が出るので

すか。 

 

英語を学ぶ上での特別な教育課程を検討しています。学年での区切

りについては、各学校の独自のものでかまわないということです。小

中一貫教育としてどのように取り組んでいくかということが課題なの

で、英語を指導する場合に３年・４年・２年という区切りのほうが効

果は上がるだろうという考え方で検討しています。文部科学省として

は、平成３０年８月までに提出してほしいということです。 

 

学校としては、ＰＴＡや教職員など、すべての面に関係することで

す。登米市内では豊里小中学校１校だけが９年制による小中一貫校で

すが、今後の方向性はどのように考えていますか。 

 

 現在、受けている特区は維持したいと考えています。 

 もう一つの考え方は、新田小学校と新田中学校のように、小学校と

中学校とを区分する併設校などもあると思いますが、特区を取得して

これまで取り組んできたわけですから、継続したいと考えています。 

 学校としては、９年制による小中一貫校としてのこれまでの取組を

踏まえ、見直すところなどを検討しながら、小中一貫校を継続したい

と考えています。 

 

 ほかにご質問はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

ご質問がないようですので、報告第１５号「一般事務報告について」

は、報告のとおり承認することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

ご異議がないようですので、日程第１、報告第１５号「一般事務報

告について」は、報告のとおり承認することとします。 

 

日程第２、議案第３７号「教育に関する事件の議案に係る意見の聴

取について」を上程いたします。 

事務局から説明をお願いします。 

 

（議案内容を朗読） 

 

（議案内容（基金条例の改正）を別添資料に基づき説明） 

 

 

（議案内容（指定管理関係６件）を別添資料に基づき説明） 
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議題･

発言･

結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐藤教育長 

 

畠山委員 

 

 

 

 

 

 

岩渕教育企画

室長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

畠山委員 

 

 

 

 

岩渕教育企画

室長 

 

畠山委員 

 

 

岩渕教育企画

室長 

 

畠山委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

説明が終わりました。ご質問はありませんか。 

 

 基金条例の一部改正ですが、上杉文庫基金事業について説明ありま

したが、事業概要に中で「本のポップ創作コンクール」を実施すると

いうことでした。事業で整備した本だけを対象にしてコンクールを実

施するということで、これまでにも対象の本を限定した読書感想文コ

ンクール等を実施していますが、教育委員会が行う事業としてどうな

のかということを検討されたのですか。 

 

 「本のポップ創作コンクール」ですが、夏休み期間中の実施を考え

ています。小学校の児童は読書感想文が夏休みの宿題にあるので、追

加する形で読書感想文コンクールを行うのは、児童の負担が大きいと

判断しました。読書感想文に代わるものを検討し、本の帯かポップを

創作してもらうことを考え、本の帯を作っても活用する機会がないと

いうことで、ポップの創作に至りました。創作してもらったポップに

より、事業で整備した本の活用を高めたいと考えています。 

 平成３０年度には小学校６年生対象の本の整備を考えておりますの

で、平成３０年度に創作してもらったポップを掲示することにより、

翌年度の新６年生が読んでみたいと感じられるようになると事業効果

も上がると考えました。 

 児童が作成したポップを掲示することにより、図書がより活用され

るようになれば、年次報告会でその効果を報告し、ポップ創作コンク

ールの対象図書の範囲を広げていくことも話し合えるのではないかと

考えています。 

 

 現在、学校では業務改善に取り組んでいますが、教育委員会の各部

署においても同じように業務改善を推進していかなければならないと

思います。「本のポップ創作コンクール」はどこで担当することになり

ますか。 

 

 迫図書館で担当することになります。 

 

 

 迫図書館で担当するということですが、業務としては大変なことだ

ろうと思います。迫図書館には、職員は何人配置されていますか。 

 

 館長及び副館長、司書が正職員１人、非常勤職員２人、合計５人で

す。 

 

 これまでも、読書感想文コンクールなどを教育委員会で実施してき

ましたが、数年の実施だけ終わっています。 

 今回の事業においては、図書の充実だけでいいのではないですか。

実施するために、職員を増員するようなことにはなりませんか。コン

クールということになると、応募作品を選定する委員会も必要になる

と思います。学校としても、教育委員会の主催であれば、児童の指導

等で６年生の担任教員の負担増加が予想されます。 「本のポップ創作

コンクール」は良い取組だと思いますが、継続していけるように見通

しを立てた上で計画していくことが重要だと思います。 
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議題･

発言･

結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩渕教育企画

室長 

 

 

 

大柳部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

畠山委員 

 

 

 

佐藤教育長 

 事業内容を検討する際に、図書を購入して迫図書館に備えておくだ

けでは事業の効果を十分に発揮できないと考え、読書の啓発活動を実

施することと事業報告会で実施内容を確認していくことを加えまし

た。 

 

 上杉文庫基金事業についてですが、原資を寄附いただくことになり

ます上杉恭弘氏からは、当初、中学生が防災士の資格を取得すること

を支援するために寄附をしたいと提案をいただきました。中学生が資

格を取得するためには、試験の難易度が高いこと及び試験日程が中学

校総合体育大会や新人大会の時期であることなどにより、寄附の意向

に沿った制度を組み立てることは困難であることが分かりました。 

 しかしながら、これまで奨学金の原資など多くの寄附により教育振

興に多大なご支援をいただいておりますことから、寄附の意思を無に

することは失礼と判断し、児童の読書活動の充実に向けた新たな取組

をこちらから提案させていただきました。読書活動の充実には非常に

高い関心をお持ちで、これまでにも図書を寄附いただいておりますが、

ある学校を訪問した際、寄附した図書が配送された状態で梱包された

まま、校舎内に置かれていたのを目にしているということでした。そ

うした扱いでは図書の充実に向けて寄附をしても意味がないとのお考

えであり、図書の活用方法や子どもたちの読書率を向上させる工夫を

求められました。その要望を受けて考案した取組が、上杉文庫基金事

業の内容です。 

 事業で整備した本については、市内のすべての小学校で活用するこ

とを想定しておりますので、迫図書館に予算を置いて事業を実施する

ことにしております。 

整備する本の選定については、教科書に出てくるような作家の著書

を選んでいこうと考えております。そうすることにより、クラスの全

児童が教科書に出てくる作家の作品に対する理解が深まるというよう

な教育効果も考えられます。 

 事業で整備した本の活用を高める啓発活動として、「本のポップ創作

コンクール」を実施いたします。読書感想文よりも児童の負担感は少

ないだろうということでポップの創作を選択し、作品の募集は迫図書

館と教育委員会とが協力して行います。コンクールの対象図書を事業

で整備した本に限定することについては、活用を高めたいということ

からで、活用度の推移をみながら対象図書の範囲を広げていくことも

検討したいと考えております。  

また、新たに図書館が整備された際には学校図書との連携をどのよ

うにしていくかということが一つの課題になりますので、迫図書館で

実施することには将来に向けた取組の先行実施という意味もありま

す。さまざまな状況を考慮して整理し、実施状況の検討により必要に

応じて改善してまいりますが、当初の取組としてはこの内容で実施し

ていきたいと考えております。 

 

 コンクールとなると負担が大きくなるので、読書啓発は既に各学校

で実施しており、年次報告会でその取組内容を報告させるなど、でき

るだけ負担を少なくする工夫をお願いします。 

 

 畠山委員が指摘されたように、長く継続できる事業計画として細部
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議題･

発言･

結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐藤教育長 

 

畠山委員 

 

 

 

佐藤生涯学習

課長 

 

 

畠山委員 

 

 

 

佐藤生涯学習

課長 

 

 

 

橘委員 

 

 

 

 

佐藤生涯学習

課長 

 

 

 

 

橘委員 

 

 

 

佐藤教育長 

 

 

 

佐藤教育長 

 

 

 

 

 

佐藤教育長 

 

 

 

を整理していきます。 

 

 次に、公民館の指定管理についてですが、各公民館の職員として集

落支援員１人と記載されています。どこで雇用し、どのような業務を

担当しているのですか。 

 

 企画部市民協働課では指定管理を受託している各コミュニティ団体

に交付金を出しており、その中に人件費分が含まれています。地域づ

くりに係る業務を担当しています。 

 

 Ｂ＆Ｇ海洋センター３カ所についても、指定管理に移行するようで

すが、７人の職員でどのように施設を管理する計画ですか。各施設に

職員が常駐する形になりますか。 

 

 各施設には、必要な資格を有して事業を担当する職員１人と施設の

管理を担当する職員１人で各施設の管理を担当しますが、各施設で事

業を行う際には、資格を有する職員が事業を主催する施設に集まる計

画です。 

 

 石越公民館の事業内容で、「石越地域づくり計画の策定」や「がんば

る地域づくり事業の実施」記載ありますが、これは集落支援員が担当

する地域づくりに関係する事業になりますか。公民館の指定管理の中

で取り組むことにしている事業ですか。 

 

 「地域づくり計画」についてですが、各公民館でこの計画をまとめ、

それぞれの地域づくりを行っています。それに対して、市としては「が

んばる地域づくり事業交付金」により活動を支援しています。集落支

援員は、この地域づくりを推進するために配置されています。公民館

の指定管理の中でみている職員は、館長と事務職員になります。 

 

 「地域づくり計画」に基づく事業は、教育委員会が指定管理の中で

みているものではなく、企画部からの交付金に基づくものということ

ですね。分かりました。 

 

 ほかにご質問はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

ご質問がないようですので、議案第３７号「教育に関する事件の議

案に係る意見の聴取について」は、原案のとおり決定することにご異

議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

ご異議がないようですので、日程第２、議案第３７号「教育に関す

る事件の議案に係る意見の聴取について」は原案のとおり決定するこ

ととします。 
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議題･

発言･

結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐藤教育長 

 

 

 

大柳部長 

 

佐藤教育総務

課長 

 

佐藤教育長 

 

畠山委員 

 

 

佐藤教育長 

 

 

 

佐藤教育長 

 

 

 

 

 

佐藤教育長 

 

 

 

佐藤教育長 

 

 

 

 

 

 

佐藤教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐藤教育長 

 

 

佐藤教育長 

日程第３、議案第３８号「平成３０年度登米市教育基本方針につい

て」を上程いたします。 

事務局から説明をお願いします。 

 

（議案内容を朗読） 

 

（議案内容を別添資料に基づき説明） 

 

 

 説明が終わりました。ご質問はありませんか。 

 

 「文化が息づくまちの創造」の項目については、これまでの議論が

反映されているので、この内容でいいと思います。 

 

 ほかにご質問はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

ご質問がないようですので、議案第３８号「平成３０年度登米市教

育基本方針について」は、原案のとおり決定することにご異議ありま

せんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

ご異議がないようですので、日程第３、議案第３８号「平成３０年

度登米市教育基本方針について」は原案のとおり決定することとしま

す。 

 

日程第４、議案第３９号「県費負担教職員の人事について」を上程

いたします。議案第３９号は人事案件でありますので、登米市教育委

員会会議規則第８条第１項の規定により、秘密会とさせていただきま

す。ご異議ございませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

ご異議がないようですので、日程第４、議案第３９号につきまして

は、秘密会といたします。関係する職員以外の退席を求めます。 

（秘密会） 

※議案第３９号「県費負担教職員の人事について」は、原案のとおり

決定された。 

 

※議案第３９号の議事は、登米市教育委員会会議規則第２５条により、

会議録に非記載。 

 

暫時休憩します。 

（午後２時３５分から午後２時４５分まで休憩） 

 

休憩前に引き続き、会議を開きます。 
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議題･

発言･

結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐藤教育長 

 

 

佐藤教育長 

 

 

 

佐藤教育長 

 

 

 

佐藤教育長 

 

 

 

大柳部長 

 

佐藤教育総務

課長 

 

 

佐藤教育長 

 

小野寺委員 

 

 

 

 

三浦学校教育

課長 

 

佐藤教育長 

 

 

 

佐藤教育長 

 

 

 

 

 

佐藤教育長 

 

 

 

佐藤教育長 

 

 

お諮りします。事務局から議案第４０号「平成２９年度登米市一般

会計補正予算（第４号）に対する意見の聴取について」、追加提案の申

し出があります。登米市教育委員会会議規則第１２条の規定により、

本件を議事に追加することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

ご異議がないようですので、議案第４０号「平成２９年度登米市一般

会計補正予算（第４号）に対する意見の聴取について」を日程に追加

することとします。 

 

日程第５、議案第４０号「平成２９年度登米市一般会計補正予算（第

４号）に対する意見の聴取について」を上程いたします。 

事務局から説明をお願いします。 

 

（議案内容を朗読） 

 

（議案内容を別添資料に基づき説明） 

（予算の総括及び歳入は佐藤教育総務課長、歳出は担当の課長・室 

長が説明） 

 

 説明が終わりました。ご質問はありませんか。 

 

 資料５－②の就学援助事業の概要で、新入学学用品費の支給金額で

すが、小学校入学時と中学校入学時では負担額にかなりの差があると

思うのですが、資料には約７千円ほどしか差がありません。支給額に

ついては、県や国の基準で算定しているのですか。 

 

 支給の基準は、国の要保護・生活保護世帯に対する基準額に準拠し

ております。 

 

 ほかにご質問はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

ご質問がないようですので、議案第４０号「平成２９年度登米市一

般会計補正予算（第４号）に対する意見の聴取について」は、原案の

とおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

ご異議がないようですので、日程第５、議案第４０号「平成２９年度

登米市一般会計補正予算（第４号）に対する意見の聴取について」は

原案のとおり決定することとします。 

 

 それでは、次回の教育委員会定例会議の開催日程についてお願いし

ます。 
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議題･

発言･

結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そ の

他 

 

 

 

 

 

 

佐藤教育総務

課長 

 

佐藤教育長 

 

 

 

 

佐藤教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次回は、平成２９年１２月２２日（金）の午後１時３０分開催でお

願いしたいと思います。 

 

平成２９年１２月２２日（金）の午後１時３０分から行うことにご

異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

ご異議がないようですので、次回の会議の日程は、平成２９年１２

月２２日（金）の午後１時３０分から行うことで決定します。 

 

 

 

閉会（午後２時５５分） 

 

 

 

その他 

 

 

 以下の８件について、資料に基づいて事務局から説明し、内容を確

認していただきました。 

 

１ 「登米市児童生徒就学援助費補助金事務取扱要綱の一部改正につ

いて」 

 

２ 「１０月の生徒指導状況について」 

 

３ 「平成２９年度第２回「安心して過ごせる学校を目指して」調査

結果について」 

 

４ 「平成２９年度登米市障害児就学指導委員会審議結果について」 

 

５ 「登米市立幼稚園の廃園について」 

 

６ 「学校再編に伴う地域座談会の開催について」 

 

７ 「平成２９年度自主研修について」 

 

８ 「第６回登米市総合教育会議会議録について」 

 

 

 

散会（午後３時２５分） 

 

 

 

 


